
 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 

教
育
課
程 

学
習
指
導 

①共生社会の実現
に貢献できる人
材の育成に向け
て、インクルー
シブな学習環境
を構築し、協働
的な学びを通じ
た相互理解の深
化につながる教
育課程の編成や
学 校 行 事 の 精
選・充実に取り
組む。 

②１人１台端末を
効果的に活用し
た個別最適な学
び の 充 実 に よ
り、総合的な探
究の時間の充実
を 図 る と と も
に、主体的に学
ぶ意欲を高め、
学ぶ喜びのある
授 業 を 実 践 す
る。 

①指導と評価の一
体化に向けて、
言語活動を取り
入れた授業実践
に取り組む。ま
た、総合的な探
究の時間を抜本
的に見直し、探
究的な視点を養
う学習プログラ
ムを構築する。 

 
②主体的に学ぶ意
欲を喚起し、学
習に対する苦手
感を軽減するこ
とで、学ぶ喜び
を感じられるよ
う、組織的な授
業改善に取り組
む。 

①指導と評価の一
体化に向けた研
究を進めるとと
もに、総合的な
探究の時間を含
めた３年間を通
した体系的なカ
リキュラムによ
る学習プログラ
ムを構築する。 

②ICT 利活用授業
における１人１
台端末の効果的
な活用について
研究を進めると
ともに、ICT機器
を活用しやすい
環境整備や取扱
い方法のマニュ
アル化を進める。 

②スタディサプリ
の到達度テスト
における連動課
題配信機能を活
用し、個別最適な
学びを実践する。 

①総合的な探究の
時間について、
探究的な視点を
養う体系的な学
習プログラムを
構築することが
できたか。 

 
 
 
②１人１台端末を
活用した授業の
頻度が上昇した
か。また、その授
業方法を職員間
で共有すること
ができたか。 

②スタディサプリ
のログイン率・
動画視聴時間・
初回正答率が、
昨年度と比較し
て上昇したか。 

２ 

生
徒
指
導
・
支
援 

①生徒一人ひとり
の状況に応じた
組織的な指導・
支援体制の充実
を 図 る と と も
に、安心・安全で
インクルーシブ
な学校づくりを
推進する。 

 
 
 
②学校行事や部活
動等の活性化を
通して、インク
ルーシブな人間
関係の構築に向
けた生徒の主体
的な取組みを促
す。 

①生徒一人ひとり
の 状 況 に 応 じ
た、きめ細やか
な指導・支援体
制を充実させ、
すべての生徒が
安心して学べる
環境の整備を推
進する。 

 
 
 
②生徒が部活動等
を通して達成感
や充実感を得る
ことができ、心
身ともに成長で
きるよう、生徒
会や部活動の活
性化・加入率の
向上をはかる。 

①「かながわ子ど
もサポートドッ
ク」の取組を推
進し、生徒の状
況や課題、ニー
ズに応じた支援
を行う。 

①講話等を通して、
人権や生命尊重
の意識を醸成す
る。特に交通安全
教育において、ス
ケアードストレ
イト方式の交通
安全講座を計画
するとともに、自
転車ヘルメット
の着用率向上に
努める。 

②生徒会や部活動
等の安心安全な
活動を担保し、
学習との両立が
できるよう支援
していく。 

②新たな体育祭の
成功に向け、生
徒の意見や発想
を尊重し、主体
的な取組みを支
援する。 

①学年会議やケー
ス会議、SC・SSW
との情報共有や
学習環境の整備
を通じて、生徒
一人ひとりの状
況に応じた支援
を実施できた
か。 

①各種講座のアン
ケート結果等
で、生徒の意識
の向上が見られ
たか。 

 
②部活動の加入率
が向上したか、
また安心安全な
生徒会活動、部
活動等が行えた
か。 

②生徒の行事に対
する充実感達成
感が得られた
か。 



 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

①生徒自身が考
え、進路希望の
実現に向けた行
動をするなど、
生徒の主体性を
育むキャリア教
育を組織的・計
画 的 に 実 践 す
る。 

 
 
②インクルーシブ
教育実践推進校
として、生徒一
人ひとりの社会
接続を実現する
ために、ていね
いな進路支援を
行う。 

①一人ひとりの進
路希望の実現に
向け、生徒及び
保護者との綿密
な情報共有を行
う。探究活動を
通じて、現状を
分析し課題を明
らかにする力を
育む。 

 
②特別募集で入学
した生徒の社会
接続に組織的に
取り組む。 

①生徒・保護者との
情報共有や進路
データの有効活
用、多様な入試制
度に関する的確
な情報提供によ
り生徒の進路実
現を支援する。 

①模試の振り返り
等により自分の
立ち位置を知る
ことで向上心を
高め、主体的な
進路探究に向か
わせる。 

②３年間の「進路
実践」を中心に、
生徒の自己理解
を 深 め さ せ 、
個々の希望に応
じ て 幅 広 い 実
習・体験先の開
拓を行う。 

①生徒の進路探究
に向けて、模試
の結果等も活用
して、1年生には
意識付け、２年
生には希望の絞
り込み、３年生
には進路実現の
支援ができた
か。 

 
 
 
②授業展開の工夫
や保護者への説
明会等を通し
て、特別募集生
徒の個々の希望
を踏まえた社会
接続が実現でき
たか。 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

①インクルーシブ
教育実践推進校
としての本校の
取組みを地域に
情報発信すると
ともに、生徒の
地域理解・研究
と地域貢献を通
じ、連携と協働
を推進する。 

 
②地域防災の推進
や情報交換等を
通じて、近隣地
域との連携を推
進する。 

①Web ページや他
の SNS ツールも
活用し、本校の
教育活動や地域
貢献の取組みを
発信する。学校
説明会等の内容
を充実させる。 

 
 
②紙上防災訓練
(緊急時避難、
DIG)や、火災・地
震想定の避難訓
練、避難所開設
訓練を実施し、
地域への協力体
制を整える。 

①Web ページ等の
更 新 頻 度 を 上
げ、本校の魅力
を分かりやすく
発信する。学校
説明会やオープ
ンスクールでは
生徒主体の広報
活動を行う。 

①部活動顧問向け
の CMS 講習を実
施し、入学希望
の中学生等にタ
イムリーな情報
発信ができる体
制を作る。 

②校内の防災関係
のマニュアルを
整備し、地域防
災に貢献できる
よう近隣自治会
や南足柄市との
情報交換を密に
していく。 

①Web ページや他
の SNS ツールの
更新頻度を上げ
たり、学校説明
会等で生徒主体
の広報を行った
りすることがで
きたか。入学者
選抜における志
願者数が増加し
たか。 

 
 
②近隣地域との情
報交換および連
携を密にし、研
修等を通して防
災避難体制の整
備を進められた
か。 

５ 

学
校
管
理 

学
校
運
営 

①学校全体で教育
環境に対する課
題を共有し、校
内施設と教育活
動のバリアフリ
ー化を進めると
ともに、安心・安
全な学校づくり
を組織的・計画
的に推進する。 

 
②不祥事防止に努
め、実効性の高
い組織的な取組
みを行う。 

①職場環境の整備
や業務の精選を
行い、ゆとりを
もって生徒に対
応できる時間を
確保する。 

①生徒の生活環境
を整え、安全で
ストレスの少な
い学校生活が送
れるよう配慮す
る。 

②不祥事防止研修
を継続的に実施
し、全校体制で
の防止策強化に
取り組む。 

①業務内容を見直
し、個人に頼ら
ない仕組みづく
りや業務の整理
と手順の改善を
図る。 

①生徒の生活用品
の管理・補充の
体制を整える。 

②毎月定期的に不
祥事防止研修を
開き、職員全体
に注意喚起する
とともに、個々
に自己点検を行
い、不祥事防止
を自分事として
とらえる機会と
する。 

①企画会議、グル
ープ・学年の会
議等を通じて業
務内容や業務遂
行手順の見直し
を行ったか。 

①事務室と連携を
取り、生活用品
の補充や補修を
適切に行った
か。 

 
 
②場面に応じた注
意点や改善点の
共有など、組織
的な不祥事防止
を実践できた
か。 


